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夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
は
、『
朝
日
新
聞
』
掲
載
か
ら
、
今
年
、
一
一
〇
年
を
迎
え
た
。
十
の
夢
を
書
き
綴
っ
た
小
説
は
、
世
界
で
も
類
が
な
い
と
言
え
る
。
漱
石
は
、
何
故
、『
夢
十
夜
』
と
い
う
題
名
を
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
？
『
夢
十
夜
』
と
い
う
題
名
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
解
釈
を
試
み
る
。
「
お
十
夜
」
と
は
、『
無
量
寿
経
』
の
教
え
に
基
づ
い
て
、
誦
経
し
念
仏
を
修
す
る
法
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
に
は
、〈
仏
教
〉
と
通
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
、
そ
こ
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
か
ら
の
、『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、『
無
量
寿
経
』
と
、「
小
僧
」
の
有
す
る
能
力
と
の
関
連
に
お
い
て
新
た
な
解
釈
（
宿
命
智
・
天
眼
智
・
天
耳
智
・
他
心
智＝
「
神
通
」）
も
試
み
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
光
明
寺
、「
お
十
夜
」、『
無
量
寿
経
』、〈
仏
教
〉、
俳
句
一
、「
第
三
夜
」
に
お
け
る
先
行
論
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
は
、
一
九
〇
八
﹇
明
治
四
一
﹈
年
七
月
二
五
日
、『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
を
研
究
史
と
し
て
概
観
し
て
み
る
と
、
伊
藤
整
氏
は
、
『
現
代
日
本
小
説
大
系
』
第
十
六
卷
解
説
（
一
九
四
九
年
）
で
、
現
實
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
夢
や
幻
想
の
與
へ
る
恐
ろ
し
さ
、
一
種
の
人
間
存
在
（
 
）
の
原
罪
的
な
不
安
が
と
ら
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
読
み
解
き
、
こ
の
、
伊
藤
整
氏
の
解
説
が
、『
夢
十
夜
』
研
究
の
原
点
と
も
な
っ
て
い
る
（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）。
そ
の
四
年
後
、
荒
正
人
氏
は
、「
漱
石
の
暗
い
部
分
」（
一
九
五
三
年
）
で
、
│
│
こ
の
「
第
三
夜
」
の
奇
怪
な
夢
の
話
も
、
傳
説
の
味
ひ
な
ど
も
ま
ぜ
て
（

）
小
さ
く
ま
と
め
た
「
父
親
殺
し
」
と
見
做
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
と
、「
父
親
殺
し
」
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
る
。
右
記
の
、
伊
藤
整
氏
と
荒
正
人
氏
の
、『
夢
十
夜
』
の
先
行
研
究
は
、
最
早
、
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
論
│
│
鎌
倉
光
明
寺
「
お
十
夜
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
│
│
中
村
桂
子
不
動
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
「『
夢
十
夜
』
試
論
│
第
三
夜
の
背
景
│
」（
一
九
七
六
年
）
で
、
相
原
和
邦
氏
は
、
け
れ
ど
も
第
三
夜
の
場
合
は
、
た
と
え
ば
、
見
え
る
は
ず
の
な
い
小
僧
に
『
石
が
立
つ
て
る
筈
だ
が
な
』
と
指
摘
さ
れ
た
後
実
際
に
石
が
見
出
さ
れ
、
『
丁
度
其
の
杉
の
根
の
処
だ
』
と
い
う
指
摘
の
後
杉
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
、
（
 
）
と
い
う
風
に
、
予
言
的
な
こ
と
ば
の
方
が
事
実
に
先
行
し
て
い
る
。
と
、「
小
僧
」
に
よ
る
予
知
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
漱
石
は
「
第
一
夜
は
今
日
大
阪
へ
送
り
候
。
短
か
き
も
の
に
候
。」
と
、
高
浜
虚
子
宛
書
簡
に
し
た
た
め
て
い
る
。「
第
一
夜
」
同
様
、「
第
三
夜
」
も
短
編
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
笹
淵
友
一
氏
は
、「『
夢
十
夜
』
論
│
第
二
夜
・
第
三
夜
│
」（
一
九
八
三
年
）
で
、
第
三
夜
の
作
品
と
し
て
の
興
味
は
、「
自
分
」
が
百
年
前
に
盲
目
を
殺
し
た
と
い
う
記
憶
が
子
供
と
の
会
話
を
通
じ
て
│
│
実
際
は
子
供
に
と
り
つ
い
て
い
る
盲
目
の
怨
霊
が
子
供
に
言
わ
せ
て
い
る
。
│
│
徐
々
に
自
分
の
意
識
に
（

）
蘇
っ
て
く
る
こ
と
に
あ
る
。
と
、「
盲
目
の
怨
霊
が
子
供
に
言
わ
せ
て
い
る
」
と
捉
え
て
い
る
。
『
漱
石
と
そ
の
時
代
（
第
四
部
）』（
一
九
九
六
年
）
で
、
江
藤
淳
氏
は
、
「
小
僧
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、「
百
年
」
の
起
点
の
形
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
分
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
悉
く
照
」
し
て
、「
夢
」
（

）
を
意
味
付
け
、「
自
分
」
の
罪
を
露
顕
さ
せ
る
。
と
、「
小
僧
」
と
は
何
者
か
に
つ
い
て
、
端
的
に
述
べ
て
い
る
。
以
上
、「
第
三
夜
」
の
先
行
研
究
を
年
代
順
に
辿
っ
た
。
ま
さ
に
、
百
花
繚
乱
の
感
さ
え
あ
る
が
、〈
仏
教
〉
と
い
う
視
点
で
、
本
作
品
（『
夢
十
夜
』）
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
あ
ま
り
無
い
と
い
う
点
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
二
、『
夢
十
夜
』
と
「
お
十
夜
」
と
こ
う
み
ょ
う
じ
大
本
山
光
明
寺
発
行
の
、「
お
十
夜
」（
平
成
二
七
年
一
〇
月
）
に
拠
る
と
、
『
無
量
寿
経
』「
こ
こ
に
お
い
て
善
を
修
す
る
こ
と
十
日
十
夜
す
れ
ば
、
他
方
諸
仏
の
国
土
に
お
い
て
善
を
な
す
こ
と
千
歳
す
る
に
勝
れ
た
り
。（
略
）」
か
ん
よ
ゆ
う
そ
う
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
、
大
本
山
光
明
寺
第
九
世
観
誉
祐
宗
上
人
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
勅
召
に
よ
っ
て
上
洛
し
、
宮
中
の
清
涼
殿
に
お
い
て
お
念
仏
の
教
え
を
御
進
講
さ
れ
ま
し
た
。
祐
宗
上
人
の
該
博
な
知
識
と
篤
い
信
仰
に
感
銘
さ
れ
た
後
土
御
門
天
皇
は
、
自
ら
筆
を
執
ら
れ
た
御
宸
翰
の
『
阿
弥
陀
経
』
を
祐
宗
上
人
に
、
関
東
総
本
山
の
称
号
を
光
明
寺
に
下
賜
さ
れ
、
光
明
寺
を
国
民
の
平
安
を
祈
る
勅
願
寺
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
上
人
は
、
京
都
東
山
真
如
堂
に
お
い
て
、
冒
頭
の
『
無
量
寿
経
』
の
一
節
を
拠
り
所
と
し
て
、
毎
年
、
十
日
十
夜
に
わ
た
っ
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
十
夜
法
要
を
真
如
堂
の
式
衆
と
共
に
紫
宸
殿
に
お
い
て
厳
修
し
、
光
明
寺
で
の
十
夜
法
要
の
奉
修
に
勅
許
を
得
ま
し
た
。
以
来
、
全
国
の
浄
土
宗
寺
院
で
お
十
夜
が
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
祐
宗
上
人
を
十
夜
始
祖
と
讃
え
て
い
ま
す
。
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
、「
お
十
夜
」
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。『
浄
土
宗
大
本
山
天
照
山
蓮
華
院
光
明
寺
』
に
拠
る
と
、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
六
号
二
八
「
引
声
法
要
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
曲
調
を
つ
け
た
お
経
が
称
え
ら
れ
、
鉦
講
と
い
わ
れ
る
信
徒
に
よ
る
太
鼓
・
雲
盤
・
鈴
を
打
ち
鳴
ら
す
勇
壮
且
つ
優
美
な
音
色
は
人
々
の
心
を
幽
玄
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
漱
石
に
則
し
て
、
時
間
の
流
れ
を
整
理
し
て
み
た
い
。『
増
補
改
（
 
）
訂
漱
石
研
究
年
表
』
に
拠
る
と
、
左
記
は
「
明
治
三
〇
年
」
の
こ
と
で
あ
る
。
漱
石
は
七
月
四
日
に
妻
を
伴
っ
て
上
京
。
九
月
七
日
ま
で
東
京
に
滞
在
し
（

）
た
。
八
月
初
旬
か
ら
約
一
ヵ
月
、
妻
の
実
家
で
あ
る
中
根
家
の
人
た
ち
と
静
養
の
（

）
た
め
に
鎌
倉
材
木
座
の
大
木
遠
吉
伯
爵
の
別
荘
で
過
ご
し
た
。
「
半
月
や
松
の
間
よ
り
光
妙
寺
」
の
句
は
明
治
三
〇
年
八
月
二
二
日
の
（

）
句
会
稿
に
も
み
え
る
。
明
治
四
〇
年
三
月
三
〇
日
（
土
）
の
『
日
記
』
に
拠
る
と
、
二
回
目
の
京
都
へ
の
旅
行
で
、
漱
石
は
真
如
堂
を
訪
れ
て
い
る
。
真
如
堂
は
、
京
都
市
左
京
区
に
あ
る
寺
院
。
十
夜
法
要
で
知
ら
れ
る
。
○
真
如
堂
塔
。
本
堂
。
山
門
ヨ
リ
石
甃
ヲ
望
む
に
斜
め
に
上
る
。
左
右
楓
樹
の
み
。
石
甃
は
不
規
則
な
る
御
影
を
乱
れ
が
た
に
、
か
た
め
て
姿
致
多
し
○
夕
陽
は
吉
田
山
の
上
よ
り
来
る
『
夢
十
夜
』
が
、『
朝
日
新
聞
』（
一
九
〇
八
﹇
明
治
四
一
﹈
年
七
月
二
五
日
〜
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
明
治
四
五
年
の
『
日
記
』
に
拠
る
と
、
六
月
二
九
日
、
三
〇
日
、
七
月
一
日
（
略
）
○
光
明
寺
境
内
（
材
木
座
）
に
開
祖
記
主
禅
師
手
植
の
白
檀
あ
り
見
事
な
木
な
り
約
一
ヶ
月
後
の
大
正
元
年
の
、『
日
記
』
に
拠
る
と
、
八
月
四
日
（
略
）
光
明
寺
の
裏
の
松
山
の
松
が
軒
を
圧
し
て
見
え
る
。
と
、
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
き
し
ゅ
ぜ
ん
じ
漱
石
の
日
記
の
文
中
の
、「
開
祖
記
主
禅
師
」
と
は
、
写真 1 国際詩人として活躍した野口米次郎（1875
～1947）が英文詩集のなかで紹介した明治
期の光明寺のお十夜のにぎわい
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
論
（
中
村
桂
子
）
二
九
つ
ね
と
き
西
暦
一
二
四
三
年
創
建
と
い
わ
れ
、
執
権
北
条
経
時
公
の
帰
依
を
受
け
た
浄
ね
ん
な
り
ょ
う
ち
ゅ
う
（
）
土
宗
第
三
祖
然
阿
良
忠
上
人
開
山
の
お
寺
で
す
。
と
さ
れ
る
。
な
お
、
光
明
寺
か
ら
は
、
二
〇
一
八
﹇
平
成
三
〇
﹈
年
一
〇
月
一
三
日
、
次
の
よ
う
な
、
ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
「
漱
石
は
、「
お
十
夜
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
は
思
う
。
当
時
（
明
治
三
〇
年
頃
）、
鎌
倉
に
来
る
人
は
、「
お
十
夜
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
思
う
。
当
時
、
こ
ん
な
に
住
宅
も
建
っ
て
な
か
っ
た
し
。（
た
だ
し
、
光
明
寺
に
は
、
漱
石
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。）
漱
石
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
、
白
檀
の
木
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
漱
石
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
、
松
の
木
は
切
ら
れ
て
今
は
無
い
。」
『
夢
十
夜
』
の
題
名
が
、『
無
量
寿
経
』
の
、「
十
日
十
夜
」
や
「
十
夜
法
要
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
夢
十
夜
』
と
い
う
作
品
自
体
、〈
仏
教
〉
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
『
夢
十
夜
』「
第
二
夜
」
は
、
侍
が
和
尚
に
〈
趙
州
曰
く
無
と
〉
の
公
案
を
与
え
ら
れ
る
が
、
悟
れ
ず
に
苦
悩
の
極
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
作
品
で
あ
る
。〈
仏
教
〉
と
の
関
連
が
見
て
取
れ
る
。
『
夢
十
夜
』「
第
六
夜
」
は
、
護
国
寺
の
山
門
が
舞
台
の
作
品
で
あ
る
。
運
慶
は
鎌
倉
初
期
の
仏
師
で
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
日
本
の
伝
統
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
近
代
化
を
急
ぎ
過
ぎ
た
日
本
へ
の
、
警
鐘
と
取
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
仏
教
的
色
あ
い
が
濃
い
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
三
、『
無
量
寿
経
』
と
『
夢
十
夜
』
こ
こ
で
、『
夢
十
夜
』
と
い
う
作
品
へ
の
、『
無
量
寿
経
』
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。『
無
量
寿
経
』
に
は
、
神
通
・
宿
命
・
天
眼
・
天
耳
・
他
心
智
に
つ
い
て
、
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
（
）
左
記
は
、『
浄
土
三
部
経
（
上
）』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
浄
土
三
部
経
と
は
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
二
巻
、『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
一
巻
、『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
一
巻
の
、
三
つ
の
経
典
を
い
う
。
『
無
量
寿
経
』
上
巻
本
文
（
こ
れ
ら
の
）
一
切
の
大
聖
は
、
神
通
に
す
で
に
達
せ
り
。（
こ
の
う
ち
）
そ
の
名
を
、
尊
者
了
本
際
、
尊
者
正
願
、
尊
者
正
語
、
尊
者
大
号
、
尊
者
仁
賢
、（
略
）
尊
者
仁
性
、
尊
者
嘉
楽
、
尊
者
善
来
、
尊
者
羅
云
、
尊
者
阿
難
と
い
う
。
た
と
い
、
わ
れ
仏
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
国
中
の
人
・
天
、
宿
命
（
通
）
を
識
ら
ず
、
下
、
百
千
億
那
由
他
の
諸
劫
の
事
を
知
ら
ざ
る
に
至
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
た
と
い
、
わ
れ
仏
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
国
中
の
人
・
天
、
天
眼
を
得
ず
、
下
、
百
千
億
那
由
他
の
諸
仏
の
国
を
見
ざ
る
に
至
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
た
と
い
、
わ
れ
仏
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
国
中
の
人
・
天
、
天
耳
を
得
ず
、
下
、
百
千
億
那
由
他
の
諸
仏
の
所
説
を
聞
き
て
、
こ
と
ご
と
く
受
持
せ
ざ
る
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
六
号
三
〇
に
至
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
た
と
い
、
わ
れ
仏
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
国
中
の
人
・
天
、
他
心
を
見
る
の
智
を
得
ず
、
下
、
百
千
億
那
由
他
の
諸
仏
の
国
中
の
、
衆
生
の
心
念
を
知
ら
ざ
る
に
至
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
た
と
い
、
わ
れ
仏
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
国
中
の
人
・
天
の
（
用
い
る
）
一
切
の
万
物
、
厳
浄
光
麗
に
し
て
、（
そ
の
）
形
色
、
殊
特
に
し
て
、
窮
微
極
妙
な
る
こ
と
、
よ
く
称
量
す
る
こ
と
な
け
ん
。（
し
か
る
に
）
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
な
い
し
、
天
眼
を
逮
得
し
て
、
よ
く
明
了
に
、
そ
の
名
数
を
弁
う
る
こ
と
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、「
小
僧
」
に
よ
る
予
知
や
心
内
の
先
取
り
を
中
心
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、「
小
僧
」
の
有
す
る
複
合
的
な
能
力
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
深
く
は
追
求
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、『
無
量
寿
経
』
と
、「
小
僧
」
の
有
す
る
能
力
と
の
関
連
に
お
い
て
新
た
な
解
釈
を
試
み
る
。
さ
て
、「
小
僧
」
の
有
す
る
能
力
と
は
、
ど
う
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
順
を
追
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
に
お
け
る
、「
小
僧
」
の
有
す
る
複
合
的
な
能
力
を
要
約
す
る
と
、
（
一
）「
御
父
さ
ん
」
と
「
お
れ
」
の
「
百
年
前
」、
即
ち
、
過
去
世
を
知
っ
て
い
る
。
（
二
）「
盲
目
」
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
石
」
や
「
杉
の
根
」
が
見
え
る
。
（
三
）「
鷺
」
の
「
声
」
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
四
）「
御
父
さ
ん
」
が
心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
と
な
る
。
整
理
す
る
と
、
・
宿
命
智
↓
（
一
）「
御
父
さ
ん
」
と
「
お
れ
」
の
「
百
年
前
」、
即
ち
、
過
去
世
を
知
っ
て
い
る
。
・
天
眼
智
↓
（
二
）「
盲
目
」
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
石
」
や
「
杉
の
根
」
が
見
え
る
。
・
天
耳
智
↓
（
三
）「
鷺
」
の
「
声
」
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
・
他
心
智
↓
（
四
）「
御
父
さ
ん
」
が
心
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
と
な
る
。
即
ち
、『
無
量
寿
経
』
本
文
の
、
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
宿
命
通
の
四
種
の
神
通
力
は
、「
第
三
夜
」
に
お
け
る
、「
小
僧
」
の
有
す
る
複
合
的
な
能
力
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
、「
お
十
夜
」
と
俳
句
（
）
『
日
本
大
歳
時
記
』
の
「
十
夜
」
の
【
解
説
】
に
拠
る
と
、
浄
土
宗
の
寺
々
で
行
う
十
日
十
夜
の
念
仏
法
要
。
陰
暦
十
月
五
日
か
ら
十
四
マ
マ
日
ま
で
、
無
量
寿
経
の
教
え
に
基
い
て
、
誦
経
し
念
仏
を
修
す
る
法
要
で
あ
る
。
永
享
年
間
に
、
平
貞
国
が
京
都
の
真
如
堂
で
十
日
十
夜
の
参
籠
念
仏
を
修
し
た
る
よ
り
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
略
）
と
さ
れ
て
い
る
。
数
多
あ
る
「
十
夜
」
の
俳
句
の
中
で
、
正
岡
子
規
と
高
浜
虚
子
（
）
の
、「
十
夜
」
を
詠
ん
だ
俳
句
に
注
目
し
た
い
。
左
記
は
、『
正
岡
子
規
全
集
』
か
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
論
（
中
村
桂
子
）
三
一
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
正
岡
子
規
俳
句
全
集
寒
山
落
木
卷
二
（
明
治
二
六
年
）
十
夜
薪
わ
り
も
甥
の
僧
も
つ
十
夜
哉
澁
色
の
袈
裟
き
た
僧
の
十
夜
哉
牛
も
念
佛
聞
く
や
十
夜
の
戻
り
道
鬼
婆
々
の
角
を
折
た
る
十
夜
哉
鄙
人
の
か
し
こ
過
ぎ
た
る
十
夜
哉
←
正
岡
子
規
俳
句
全
集
寒
山
落
木
卷
四
（
明
治
二
八
年
）
大
三
十
日
漱
石
虛
子
來
る
お
お
み
そ
か
漱
石
が
來
て
虛
子
が
來
て
大
三
十
日
漱
石
來
る
べ
き
約
あ
り
い
お
梅
活
け
て
君
待
つ
菴
の
大
三
十
日
漱
石
東
京
へ
來
り
し
に
寒
さ
足
柄
は
さ
ぞ
寒
か
つ
た
で
ご
ざ
ん
せ
う
十
夜
旅
僧
の
と
ま
り
合
せ
て
十
夜
哉
月
影
や
外
は
十
夜
の
人
通
り
巨
燵
漱
石
來
る
何
は
な
く
と
こ
た
つ
一
つ
を
參
ら
せ
ん
←
正
岡
子
規
俳
句
全
集
寒
山
落
木
卷
五
（
明
治
二
九
年
）
十
夜
野
の
道
や
十
夜
戻
り
の
小
提
灯
（
）
左
記
は
、『
定
本
高
濱
虛
子
全
集
』
に
拠
る
。
高
濱
虛
子
信
心
の
淚
も
氷
る
十
夜
か
な
『
虛
子
句
集
』（
植
竹
書
院
）
信
心
の
涙
も
氷
る
十
夜
か
な
「
自
選
類
題
虛
子
句
集
」
門
前
に
知
る
人
も
あ
る
十
夜
か
な
『
稿
本
虛
子
句
集
』
門
前
に
知
る
人
も
あ
る
十
夜
か
な
新
聞
「
日
本
」
明
三
二
・
二
・
五
門
前
に
知
る
僧
の
あ
る
十
夜
か
な
『
虛
子
京
遊
句
錄
』
其
他
、
明
治
三
一
年
中
の
俳
句
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
正
岡
子
規
は
、「
十
夜
」
の
俳
句
を
、
明
治
二
六
年
と
、
明
治
二
八
年
と
、
明
治
二
九
年
に
詠
ん
で
い
る
。
更
に
、
高
浜
虚
子
が
明
治
三
一
年
に
詠
ん
だ
、「
十
夜
」
の
俳
句
を
、「
日
本
」
俳
句
抄
に
、
子
規
選
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
（
）
な
お
、
子
規
は
、『
漱
石
と
子
規
│
松
山
・
東
京
友
情
の
足
跡
│
』
に
拠
る
と
、明
治
一
八
年
九
月
八
日
柳
原
極
堂
・
秋
山
真
之
ら
と
鎌
倉
へ
無
銭
旅
行
。
明
治
二
一
年
八
月
鎌
倉
江
の
島
へ
の
小
旅
行
。
明
治
二
六
年
三
月
二
五
日
保
養
中
の
陸
羯
南
を
訪
ね
る
た
め
、
鎌
倉
に
旅
行
。
と
、
鎌
倉
に
旅
行
し
て
い
る
。
（
）
ま
た
、『
虛
子
京
遊
句
錄
』
に
は
、
眞
如
堂
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
二
十
六
号
三
二
眞
如
堂
に
知
る
僧
の
あ
る
十
夜
か
な
明
三
七
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
門
前
に
知
る
人
も
あ
る
十
夜
か
な
」
の
句
は
、
京
都
の
真
如
堂
が
俳
句
の
詠
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
一
見
し
て
、
異
質
な
、『
夢
十
夜
』
と
い
う
題
名
は
、
鎌
倉
の
光
明
寺
や
、
京
都
の
真
如
堂
の
、「
お
十
夜
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
が
、
初
冬
の
季
語
で
あ
る
、「
十
夜
」
の
俳
句
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
も
、
興
味
深
い
。
（
な
お
、『
夢
十
夜
』
の
本
文
、
俳
句
、
注
解
、
日
記
は
、『
漱
石
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
﹇
平
成
五
﹈
年
一
二
月
〜
一
九
九
九
﹇
平
成
一
一
﹈
年
三
月
）
に
拠
る
。）
注（１
）
『
現
代
日
本
小
説
大
系
』
第
十
六
卷
解
説
（
河
出
書
房
版
、
一
九
四
九
﹇
昭
二
四
﹈
年
五
月
）
四
一
七
頁
。
（
２
）
荒
正
人
「
漱
石
の
暗
い
部
分
」（「
近
代
文
学
」
第
八
巻
第
一
二
号
、
一
九
五
三
﹇
昭
二
八
﹈
年
一
二
月
）
四
八
頁
。
（
３
）
相
原
和
邦
「『
夢
十
夜
』
試
論
│
第
三
夜
の
背
景
│
」（「
日
本
近
代
文
学
」
第
二
三
集
、
一
九
七
六
﹇
昭
五
一
﹈
年
一
〇
月
）
一
〇
二
頁
。
（
４
）
笹
淵
友
一
「『
夢
十
夜
』
論
│
第
二
夜
・
第
三
夜
│
」（「
学
苑
」
第
五
二
四
号
、
一
九
八
三
﹇
昭
五
八
﹈
年
八
月
）
一
一
頁
。
（
５
）
江
藤
淳
『
漱
石
と
そ
の
時
代
（
第
四
部
）』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
﹇
平
八
﹈
年
一
〇
月
）
一
六
三
頁
。
（
６
）
荒
正
人
『
増
補
改
訂
漱
石
研
究
年
表
』（
集
英
社
、
一
九
八
四
﹇
昭
五
九
﹈
年
六
月
）。
（
７
）
明
治
三
〇
年
七
月
四
日
。『
漱
石
全
集
第
一
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
﹇
平
八
﹈
年
一
月
）
二
二
六
頁
。
（
８
）
前
掲
（
２
）、
二
二
九
頁
。
（
９
）
前
掲
（
２
）、
二
二
八
頁
。
（
）
『
浄
土
宗
大
本
山
天
照
山
蓮
華
院
光
明
寺
』
に
拠
る
。
（
）
『
浄
土
三
部
経
（
上
）〔
全
２
冊
〕
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
７３
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
﹇
平
二
二
﹈
年
六
月
）。
（
）
『
講
談
社
版
カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記
座
右
版
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
﹇
昭
五
八
﹈
年
一
一
月
）。
（
）
『
正
岡
子
規
全
集
第
一
卷
』（
改
造
社
、
一
九
三
一
﹇
昭
六
﹈
年
一
一
月
發
行
）
と
、『
正
岡
子
規
全
集
第
二
卷
』（
改
造
社
、
一
九
三
二
﹇
昭
七
﹈
年
四
月
發
行
）。
（
）
『
定
本
高
濱
虛
子
全
集
第
一
卷
俳
句
集
（
一
）』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
﹇
昭
四
九
﹈
年
一
二
月
）。
（
）
『
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
開
館
記
念
特
別
展
漱
石
と
子
規
│
松
山
・
東
京
友
情
の
足
跡
│
』（
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
七
﹇
平
二
九
﹈
年
九
月
）。
（
）
高
濱
虛
子
著
中
田
余
瓶
編
『
虛
子
京
遊
句
錄
』（
富
書
店
、
一
九
四
八
﹇
昭
二
三
﹈
年
四
月
）
一
一
八
頁
。
【
図
版
出
典
】
写
真
１
は
、
木
村
彦
三
郎
『
続
鎌
倉
記
憶
帖
』（
鎌
倉
郷
土
資
料
研
究
会
、
一
九
九
四
﹇
平
六
﹈
年
一
二
月
）
よ
り
転
載
。
付
記快
く
、
ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
、
光
明
寺
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
な
か
む
ら
け
い
こ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）
『
夢
十
夜
』「
第
三
夜
」
論
（
中
村
桂
子
）
三
三
